
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ほけんだより 
令和５年１２月 1日 

立石いろは保育園 

看 護 師  西 川 
12月号 

年末年始は、家族でお祝いする楽しい行事が盛りだくさん！ 

お休みの間は生活習慣が乱れがちとなりますが、睡眠・食事の時間を意識して病気や事故の 

ない楽しい冬休みをお過ごしください。 

感染性胃腸炎 

年末年始の急病は？ 
年末年始はほとんどの病院が休診となります。 

お子さまの急な発熱やけがに備えて、事前に 

かかりつけの病院の他、近くの救急病院の診療 

時間と休診日は確認しておきましょう。 

また、帰省先の救急病院の情報も把握しておくこと

が大切です。 

お休みの間は生活リズムが乱れ

やすくなるので、夜は決まった 

時間にお子さまと一緒に布団に

入るようにしましょう。 

また、ポットやファンヒーターなど

によるやけどが増えています。 

お子さまの手が触れない工夫を

お願いいたします。 

ノロウイルスやロタウイルスなどのウイルスが原因で、吐き気や嘔吐・下痢・腹痛 
などの症状が見られ、発熱する場合もあります。 
下痢や嘔吐がある場合は早めに病院で診てもらい、脱水症状にならないよう 
こまめな水分補給を心がけましょう。また、吐物や便にはウイルスが含まれて 
いるので適切な処理をし、片付け後は手洗い・うがいをきちんと行ってください。 

85℃の熱湯に１分以上 

浸けるか、塩素系漂白剤を

薄めた物で消毒します。 

冬休みの 

注意点 

汚れた衣服は… 

消毒ができたら洗濯機に 

入れても大丈夫です。 

 

汚れた場所もしっかりと

消毒を行いましょう。 

早寝・早起き 

早寝・早起きをするためには、寝る 

時間を大人が習慣付けることが大切

です。子どもが寝る時間になったら、

大人も就寝前の雰囲気をつくり 

ましょう。子どもが寝付けない時は、

体を優しくトントンとたたいたり、絵本

を読み聞かせたり、子守唄を歌うなど 

して、就寝を促します。寝る直前の 

入浴は、体温が上がって寝付きが悪く

なることがあるので、なるべく避け 

ましょう。また、朝はカーテンや窓を 

開けて日の光を取り込むと体内時計

がリセットされ、寝覚めがよくなり 

ます。朝ご飯のにおいをさせたり、 

子どもの好きな音楽をかけるのも 

よいでしょう。 


